
  

 

 

 

 

ニュースレター第 40号をお届けいたします。 今号は樋野先生とスタッフの青木が担当します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCCメディカル・カフェ ニュースレター 『賢明な寛容:the wise patience』 第 40号  

                 2026年4月 第147回  発行『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』 

 

継続の大切さ 〜 存在意義を実感する 〜 

 
樋野興夫（順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長） 

      

2026年4月4日 147回【お茶の水メディカル・カフェ in お茶の水クリスチャン・セン

ター（OCC）】に赴いた。 ５組(６人)の個人面談の機会も与えられた。 初めての参加

者、また埼玉県、神奈川県でも『がん哲学外来・カフェ』を立ち上げたい方も出席され

ていた。 大変充実した貴重な時であった。 改めて、『お茶の水（OCC）メディカル・

カフェ』の存在意義を実感する。 継続の大切さを痛感する。 

 

2011年3月11日14時46分18秒に最大震度7 マグニチュード9.0の東北地方太平洋沖地震

が発生した(東日本大震災)。『お茶の水 がん哲学外来・メディカルカフェ in OCC』

は、 当時 OCC 副理事長であった榊原寛(1941-2020)先生が、東日本大震災の 2011 年

に創設準備がなされ、2012年に始められた。   

 

新渡戸稲造(1862-1933）は、日本屈指の国際人として活躍した。 私は、【新渡戸稲造

が  尊敬するアメリカ合衆国の第 16代大統領エイブラハム・リンカーン

(Abraham Lincoln エイブラハム・リンカーン:1809-1865)の大統領就任演説『何人に

対しても 悪意を いだかず、すべての人に 慈愛の心をもって』(With malice toward 

none, With charity for all)』＆『リンカーンは、ケンタッキー州の貧しい農家に生

まれ、幼少期は厳しい環境で育ちました。父トーマスと継母サラの下、リンカーンは自

学自習に励み、読書を通じて知識を深めていきました。』＆『親切とは 行動すること』

(新渡戸稲造）】と 若き日に教わったものである。 

【『練られた品性 と 綽々たる余裕』＝『良き贈り物』】が、『お茶の水メデイカル・

カフェ in OCCのスタッフ』の心得・実践でもある。 ただただ感謝である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～４月のお茶の水メディカルカフェ～ 

４月のお茶の水メディカルカフェは新しい方が６名来られ、それぞれ樋野先生と面談

された。面談前と後では皆さんの表情が違う。面談を終え各テーブルに戻り先生から

頂いた言葉の処方箋をお話する方、黙って迎えるテーブルの人たち、聞かれるまで何

も言わない方、ホッとした表情の方などそれぞれ皆さん思いやりながら話は続く。     

それがお茶の水メディカルカフェ。                      

樋野先生の講話と面談と各テーブルの                     

それぞれの話。皆さんから醸し出される                    

温かなもの。誰かのために誰かがいて、                    

樋野先生がよく話される、「犬のおまわりさん」                 

のたとえのように困った人がいたら一緒に困ること。解決にはならなくても解消には

なる。それがお茶の水メディカルカフェ。 

最近読んだ三浦綾子著・北国日記（集英社）～『続氷点』に引用したジェラール・シ

ャンドリーの言葉を思い出す。〈一生を終えてのちに残るのは、われわれが集めたも

のではなくてわれわれが与えたものである〉与えられたものを感謝して受けるも愛で

ある、と聞いたことがあるが、感謝して人に捧げつづけることは更に大きな愛であろ

う。自分の人生を与えつくす人生に出来たらどんなにうれしいだろう。ともあれ病気

になると、人のやさしい言葉をわたしもまた病める人々に、老いた人々に、悲しんで

いる人々に上げたいと切実に思う。～との言葉が重なった。 

お茶の水メディカルカフェは２０１２年の初回からコロナで中止の時期もあったがそ

の後再開となり今回で１４７回となった。来月は１４周年記念となる。継続すること

の大切さを思い、これからも与えられたものを感謝して人に捧げ続けることができま

すようにと願う４月のお茶の水メディカルカフェだった。 

  お茶の水がん哲学外来・メディカル・カフェ  in OCC スタッフ 青木美由紀 

                                     

5 月は 14 周年記念講演

＆コンサートです 

是非ご参加ください 


